貸　金　返　還　請　求　書

令和　　年　　月　　日

被通知人

東京都□□区□□町◆－◆－◆

  　　　　　　　殿

通知人

　○○県××町△－△－△

　甲野　一郎

本通知書作成代理人

〒１０３－０００７

東京都中央区日本橋浜町２－１９－８

文化エステート浜町ビル８階

行政書士　東京中央法務オフィス

行政書士　小竹　広光
冠省

早速ですが、今般、当職は、通知人より依頼を受け、行政書士法第１条の２ならびに第１条の３第３号に基づき、本書面を代理作成しましたので送付します。

前略

私は、以前、貴殿と同棲していた当時、貴殿より、生活費や各種の返済など事情により、何度となくお金を貸して欲しいと頼まれ、●●●●年●月より●●●●年●月まで、複数回にわたり、合計金●，●●●，●●●円を貸し渡しました。

もちろん、交際していたこともあり、私としては、決して経済的に余裕がある訳でもない中、出来る限りの協力をしようという思いから、自分の生活費を切り削って貴殿に提供したものでありますし、利息もつけておらず、連帯保証人や担保なども求めず、具体的な返済期限なども定めておりませんでした。
なお、現在、振込明細などの記録が残っているものだけで、総額金●，●●●，●●●円の債務が残っておりますが、貴殿からは、これまで一切の支払いが頂けないままとなっております。
このような長期間に渡る不払いは、あまりに不誠実な態度であると言わざるを得ませんので、私は貴殿に対して、強い憤りを感じております。
　つきましては、今般、私は貴殿に対し、本書面を以って、以下のとおり申入れ致します。
【要求】

１　金●，●●●，●●●円を、本書面到着後１週間以内に下記口座に振込送金の方法により、返還して頂けるよう、通知致します。
２　期日の猶予を希望する場合には具体的な返済可能期日を文書にて回答下さい。
３　本件に関する回答や連絡事項はすべて書面のみといただき、電話・メール、手紙、訪問、その他、方法の如何を問わず、私や私の家族・友人への直接の連絡は厳にご容赦下さい。
なお、もしも弁済意思があり、分割払いを希望されるという場合には、連帯保証人を付しての公正証書作成など、適切な保全措置を講じることを条件として、検討する用意があることを付記します。
もしも、上記期間内に送金がなく、何らの回答も頂けない場合には、貴殿が文書を受領されたのか、文面内容を読まれたのかが不明となるため、やむを得ず、勤務先住所にも同文を発送手配させていただきますので、ご了承ください。

また、然るべき期間での返済の目処がたたない場合には、弁護士に一任の上、訴訟や仮差押え、その他の法的手続に移行する所存であり、訴訟の場合には、元本のみならず、訴状送達の日の翌日から年５パーセントの割合による遅延損害金や訴訟費用等も付加されることになりますので、ご承知おき下さい。
なお、当初から、返済することが不可能だという自覚認識を持ちながら借入を繰り返していたのであれば、刑法２４６条に定める詐欺罪として、犯罪に該当するおそれがありますので、申し添えます。

以上、よろしくお願い申し上げます。
草々

　　　　　　　　　記

　　　銀行名　：○○銀行

　　　支店名　：○○支店

　　　預金種別：普通預金

　　　口座番号：１２３４５６７

　　　口座名義：甲野　一郎

　　　　　　　　（コウノ　イチロウ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
